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茨城県保健医療部感染症対策課



感染症に関する届出について

【根拠】感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律 第12条

届出（全数把握）が必要な感染症
全ての医師は、対象の感染症の発生届出基準を満たす患者の診断を行った際に

は、厚生労働省令で定められた事項を最寄りの保健所へ届出なければならない。

（医師の届出）
医師は、次に掲げる者を診断したときは、厚生労働省令で定める場合を除き、第一号に掲げ
る者については直ちにその者の氏名、年齢、性別その他厚生労働省令で定める事項を、第二
号に掲げる者については七日以内にその者の年齢、性別その他厚生労働省令で定める事項を
最寄りの保健所長を経由して都道府県知事（保健所設置市等にあっては、その長。以下この
章（次項及び第三項、次条第三項及び第四項、第十四条第一項及び第六項、第十四条の二第
一項及び第七項、第十五条第十三項並びに第十六条第二項及び第三項を除く。）において同
じ。）に届け出なければならない。

（目的）
発生届から感染症の発生や流行を探知し、まん延を防ぐための対策や、医療従事者・地域

住民への情報提供を行っていくため。



出典：厚生労働省HP https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001101331.pdf

〔参考〕
～最近の届出状況～

・「直ちに」届出る疾病

２類：結核
３類：腸管出血性大腸菌感染症

４類：つつが虫病、デング熱、
レジオネラ症

5類：麻しん 等

・「七日以内に」届出る疾病

5類：梅毒、
カルバペネム耐性腸内細菌目

細菌感染症、

水痘(入院例に限る) 等

（一部抜粋）



感染症の発生を届け出る際の確認事項

〔参考〕厚生労働省HP
～感染症法に基づく医師の届出のお願い～

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/kekkaku-kansenshou11/01.html

感染症法に定められている疾病と診断を行った際に、厚生労働省HPに掲載されている「届出基準」
を満たしているか確認。満たしている場合は、最寄りの保健所へ届出。

届出基準≠診断基準

医師の診断を否定する
ものではない



感染症発生届の電磁的方法による届出について

（改正の趣旨）
感染症対策において、感染拡大防止のためには、疫学情報がリアルタイムで収集され、関係者で共有されることが重要。

この取組を更に推進させるため、 感染症発生等の情報を行政が迅速・効率的に収集し、感染症対策に活かしていくための
デジタル化の取組として開始。

※電磁的方法による届け出等の義務化について（令和５年４月１日～）

①感染症指定医療機関の医師：電磁的届出が義務化

②感染症指定医療機関以外の医療機関の医師：努力義務
〔参考〕

令和５年３月27日付け健発0327第11号「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律等の一部
を改正する法律」の一部の施行について（通知）
https://www.mhlw.go.jp/content/001078185.pdf

〔電磁的届出方法〕
NESID（感染症サーベイランスシステム）へ入力

※やむを得ない理由で届出様式（紙ベース）で保健所へ届出を行う場合は、厚生労働省の
HPに掲載されている最新（現行）の様式を使用。



県からのお願い①「結核の入退院届」

（病院管理者の届出）
病院の管理者は、結核患者が入院したとき、又は入院している結核患者が退院したときは、七日以内
に、当該患者について厚生労働省令で定める事項を、最寄りの保健所長に届け出なければならない。

（入退院届を出す意義）
結核対策において、結核患者の

状況の把握及びその管理を迅速、
的確に行うため。
潜在性結核感染症（LTBI）の患

者に対しても届出が必要。

入院届 退院届

結核で入院・現在治療中 ○ ○

結核で入院・服薬終了後に退院 ○ ×

他疾患で入院中結核と診断。結核治療中に退院。 × ○

他疾患で入院中結核と診断。結核の治療終了後に退院。 × ×

結核治療中に他疾患で入院。結核の治療中に退院。 ○ ○

結核治療中に他疾患で入院。結核の治療終了後に退院。 ○ ×

結核の治療後（管理検診中）の他疾患での入院・退院。 × ×

※入退院届を出すか、出さないかの基準：結核で治療中か否かで決まる。
〔○：必要、×：不要〕

【根拠】感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律 第53条の11

２ 保健所長は、その管轄する区
域内に居住する者以外の者につい
て前項の届出を受けたときは、そ
の届出の内容を、当該患者の居住
地を管轄する保健所長に通知しな
ければならない。



「直ちに」届出が必要な感染症の場合は、NESIDやFAXで届出を行った際に、最寄りの保健所
へ電話連絡。
※保健所閉庁時間（休日・夜間）は「茨城県内保健所の休日・夜間緊急連絡先」へ電話連絡。

※R3年に共有させていただいた連絡先と変更なし

＊明記の番号以外に、複数の携帯を保健所職員が保持・管理。
＊保健所の携帯は転送機能が付いているため、保健所職員の
応答があるまで切断せずお待ちください。

県からのお願い②「保健所への電話連絡」

医療機関
に共有し
ています

医療機関
に共有し
ています



県からのお願い③「行政検査が必要となる場合の適切な検体確保等」

１．確定診断（臨床診断例・疑い例の段階）のために必要な検査
２．感染源探求・感染拡大防止策を講じるために必要な検査

＜麻しん検査依頼の場合＞
①咽頭ぬぐい液、②血液、③尿





検体の採取の際、検体提供者等に「検体等の提供
及び積極的疫学調査のお願い」（様式１）を用いて、
適切な説明を行い、同意を取得。

※「同意書」の提出は不要（R4.4.1～）

〔参考〕
茨城県感染症病原体等検査実施要領
https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/yobo/kiki/yobo/kansen/idw
r/idwr/yoko/documents/youryou.pdf

2023年6月より、茨城県保健医療部公式ツイッターを開設。

感染症を含めた情報を発信中！！

https://twitter.com/Iba_hokeniryou

https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/yobo/kiki/yobo/kansen/idwr/idwr/yoko/documents/youryou.pdf

